
　

一
九
九
四
年
の
初
秋
、
心
身
を 
癒 
し
に
高
知
県
を

い
や

訪
れ
た
。
桂
浜
の
龍
馬
像
に
望
ん
だ
そ
の
足
で
四
万

十
川
の
中
流
に
位
置
す
る
十
和
村
役
場
で
村
職
員
の

芝
広
之
氏
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
芝
さ
ん
こ

そ
「
清
流
四
万
十
川
で
取
り
組
む
水
環
境
保
全
」
で

一
躍
日
本
全
国
に
勇
名
を
は
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
四
万
十
川
浄
化
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
た
そ
の
人
で

あ
る
。
芝
さ
ん
個
人
の
さ
さ
や
か
な
取
り
組
み
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
高
知
支
局
が
取
材
、
放
送
し
た
こ
と
か
ら
村
、

県
、
環
境
庁
（
当
時
）
と
行
政
が
相
次
い
で
後
追
い

し
清
流
四
万
十
川
ブ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
放
送
の
反
響
か
ら
、
村
が
五
十
万
円
の
予
算
を
認

め
、
行
政
と
し
て
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
」

と
当
時
の
こ
と
を
懐
か
し
く
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん

な
芝
さ
ん
の
行
動
に
魅
せ
ら
れ
て
、
弊
社
「
ア
ク
ア

メ
イ
ク
」
を
設
立
す
る
に
至
る
。
だ
が
、
お
よ
そ
理

系
不
得
手
の
素
人
、「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
の
理
解
か
ら
の
出
発
」
で
あ
っ
た
。

　

ト
イ
レ
開
発
は
汚
水
処
理
と
の
関
連
で
必
然
的
に

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
ト

イ
レ
協
会
会
員
と
し
て
設
備
・
管
理
・
施
工
の
資
格

を
取
得
し
あ
ら
ゆ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
な
が

ら
、
現
場
を
踏
ん
で
常
に
改
善
を
心
が
け
取
り
組
ん

で
き
た
。
一
九
九
八
年
に
は
排
水
処
理
の
施
工
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
（
廃
棄
物
と
さ
れ
る
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
の

貝
殻
を
接
触 
濾 
材
に
利
用
し
た
排
水
循
環
処
理
シ
ス

ろ

テ
ム
）
を
評
価
さ
れ
て
日
本
ト
イ
レ
協
会
の
「
全
国

グ
ッ
ド
ト
イ
レ
環
境
社
会
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
（
酒
田
市
発
注
、
同
市
飛
島
に
設
置
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
弊
社
が
一
昨
年
か
ら
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
が
自
己
完
結
型
バ
イ
オ
マ
ス
ト
イ

レ
＝
製
品
名
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
Ｅ
Ｔ
」（
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
）
＝
で
あ
る
。
農
作
業
中
、
自
然
体
験
活
動
中
、

山
岳
地
で
の
ス
ポ
ー
ツ
中
な
ど
近
く
に
ト
イ
レ
が
な

い
屋
外
で
の
活
動
中
に
生
理
的
欲
求
が
起
き
て
困
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
こ
た
え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

ト
イ
レ
未
整
備
地
域
に
対
応
で
き
て
、
水
供
給
や
排

水
の
問
題
を
も
解
決
で
き
る
も
の
を
目
指
し
た
。

　

自
己
完
結
型
ト
イ
レ
が
ト
イ
レ
の
無
い
不
便
な
場

所
を
便
利
な
場
所
に
変
え
る
。
こ
れ
こ
そ
「
便
所
」

の 
所
以 
と
言
え
よ
う
か
。
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
は
有
機
物

ゆ
え
ん

の
働
き
に
よ
り
汚
物
を
好
気
発
酵
、
分
解
、
水
を
使

う
こ
と
な
く
コ
ン
ポ
ス
ト
化
す
る
自
己
完
結
型
と
し

て
開
発
し
た
製
品
で
あ
る
。
生
物
処
理
に
よ
る
自
然

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
促
進
条
件
（
微
生
物
の
増
殖
環
境
）

を
整
え
る
た
め
、
温
度
管
理
を
は
じ
め
、
設
置
、
使

用
条
件
に
応
じ
た
各
種
制
御
機
能
を
取
り
入
れ
、
自

然
環
境
に
や
さ
し
く
機
能
性
を
追
求
し
た
ト
イ
レ
シ

ス
テ
ム
と
し
た
。

　

汚
物
量
の
基
本
的
考
え（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
―
Ａ
３
３
０
２
）

は
、八
回
／
人
・
日
で
総
排
出
量
二
、○
○
○
㍉
㍑
、う

ち
七
回
は
小
用
と
し
、
実
際
の
固
形
汚
物
量
は
三
○

○
〜
五
○
○
㍉
㍑
、
小
用
量
は
一
、○
○
○
〜
一
、五

○
○
㍉
㍑
と
考
え
ら
れ
、
固
形
汚
物
は
微
生
物
に
よ

る
発
酵
分
解
に
よ
り
無
機
質
を
除
き
約
九
九
％
は
水

分
と
炭
酸
ガ
ス
な
ど
に
分
解
処
理
し
有
機
質
肥
料
化

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）す
る
。
汚
物
処
理
方
式
は
微
生
物
好

気
発
酵
分
解
で
あ
り
、 
攪
拌 
に
よ
る
酸
素
供
給
と
発

か
く
は
ん

酵
促
進
の
た
め
の
高
温
度
環
境
を
作
る
こ
と
は
生
ご

み
処
理
と
同
様
で
あ
る
が
、
し
尿
汚
物
処
理
過
程
で

留
意
す
べ
き
部
分
は
約
八
五
％
を
占
め
る
小
用
の
水

分
処
理
の
促
進
で
あ
る
。
不
特
定
多
数
の
昼
間
利
用

者
を
前
提
と
す
る
公
衆
施
設
は
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
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増
し
利
用
変
動
も
著
し
く
ヒ
ー
タ
ー
熱
源
は
重
要
な

処
理
機
能
と
な
り
、
こ
の
設
定
度
合
い
の
制
御
が
開

発
ノ
ウ
ハ
ウ
で
も
あ
り
排
水
処
理
の
経
験
が
生
か
さ

れ
る
部
分
で
あ
っ
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
ト
イ
レ
の
電
力
量
の
約
八
○
％
は

ヒ
ー
タ
ー
電
力
と
な
る
が
、
施
設
利
用
者
が
極
端
に

少
な
い
場
合
（
十
人
／
日
程
度
）
に
は
ヒ
ー
タ
ー
熱

源
を
停
止
、
攪
拌
機
能
の
み
で
の
処
理
は
可
能
で
あ

る
。

　

現
在
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
数
多
く
の
法
律
（
建
築

基
準
法
、
浄
化
槽
法
な
ど
）
の
適
用
に
よ
り
設
置
場

所
や
実
利
用
に
沿
わ
な
い
過
大
な
整
備
費
用
を
必
要

と
す
る
。
ま
た
、
施
設
の
冬
季
閉
鎖
期
間
を
考
え
る

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
も
大
き
く
、
老
朽
や
破
損
に

対
す
る
補
修
も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
現
祝
で
あ
る
。
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
は
水
使
用
が
で
き

な
い
条
件
下
で
の
設
置
を
目
的
に
開
発
し
た
が
、
そ

れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
る
。

　

公
共
事
業
費
抑
制
の
な
か
で
こ
れ
か
ら
の
施
設
整

備
は
低
コ
ス
ト
で
機
能
性
や
効
率
性
が
優
れ
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
衆
施
設
で
年

間
を
通
し
て
利
用
が
平
準
化
し
て
い
る
ト
イ
レ
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
週
末
、
季
節
に
よ
っ
て
利
用
頻
度
に

格
差
が
あ
り
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
集
中
的
に
利

用
頻
度
が
高
く
な
り
、
そ
の
う
え
都
市
公
園
施
設
で

は
冬
季
に
閉
鎖
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
の
点
で

バ
イ
オ
レ
ッ
ト
は
常
設
し
な
が
ら
可
動
式
に
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
移
動
し
て
複
式
利
用
す
る

こ
と
で
需
要
状
況
に
応
じ
た
効
率
の
よ
い
利
用
が
可

能
と
な
る
。
冬
季
間
な
ど
利
用
が
見
込
ま
れ
な
い
場

合
は
格
納
す
れ
ば
老
朽
破
損
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
最
小
限
に
す
る
。春
は
花
見
、

夏
は
海
辺
、
秋
は
稲
刈
り
に
芋
煮
会
、
冬
は
ス
キ
ー

場
に
と
「
ひ
と
つ
の
施
設
」
を
年
間
利
用
す
る
こ
と

で
多
く
の
場
所
で
有
効
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
は
発
酵
槽
投
入
材
の
分

解
度
合
い
を
確
認
し
な
が
ら
、
半
分
程
を
交
換
す
る

だ
け
で
取
り
出
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
は
良
質
な
有
機
肥

料
と
し
て
最
適
に
利
用
で
き
る
。

　

バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
運
転
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
電

力
源
の
確
保
で
あ
る
。
設
置
環
境
、
利
用
形
態
に
応

じ
た
容
量
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
シ
ス
テ
ム
で
よ
り

高
効
率
に
確
保
し
、
自
然
環
境
に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
転
を
行
い
常
設
電
源
の
な
い
条
件
を
解
決
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
開
発
プ
ラ
ン
の
適
合
施
設
整
備

と
し
て
平
成
十
五
年
の
県
最
上
総
合
支
庁
の
バ
イ
オ

マ
ス
（
生
物
資
源
）
活
用
に
よ
る
事
業
と
し
て
採
択

を
受
け
て
金
山
町
の
遊
学
の
森
「
ね
む
の
き
広
場
整

備
」
の
中
で
建
設
、
十
六
年
春
か
ら
の
利
用
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ト
イ
レ
施
設
は
前
述
し
た

よ
う
な
基
本
仕
様
で
あ
る
が
発
酵
槽
内
の
投
入
材
と

し
て
キ
ノ
コ
の
廃
菌
床
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
処

理
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
最
上
地
方
な
ら
で
は
の
有

効
な
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

弊
社
は
発
酵
分
解
槽
の
装
置
か
ら
建
物
一
体
型
ま

で
一
貫
し
た
製
作
管
理
体
制
を
取
り
設
置
場
所
、
デ

ザ
イ
ン
設
計
な
ど
多
様
な
条
件
に
対
応
す
る
こ
と
で

同
業
他
社
と
の
優
位
性
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
昨
年
四
月
「
置
賜
桜
回
廊
」（
白
鷹
町
）

に
期
間
設
置
し
た
折
、
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
外
観
光
客
か
ら
「
無
臭
で
快

適
」
と
う
れ
し
い
評
価
を
数
多
く
い
た
だ
き
意
を
強

く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
山
形
県
で
の
観
光

農
業
の
推
進
は
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

か
ら
、
来
園
客
へ
の
快
適
さ
を
提
供
す
る
便
益
施
設

の
整
備
は
急
務
の
課
題
で
あ
る
。
観
光
農
園
は
作
物

に
よ
っ
て
期
間
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
常
設
・
可
動

式
ト
イ
レ
の
弊
社
推
奨
プ
ラ
ン
は
経
済
的
で
効
率
利

用
に
適
し
顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
営
安
定
に
貢
献

で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
冒
頭
述
べ
た
芝
広

之
氏
は
四
万
十
川
で
水
の
事
故
に
遭
わ
れ
今
は
亡

い
。
め
い
福
を
祈
る
と
と
も
に
彼
の
自
然
環
境
へ
の

取
り
組
み
姿
勢
を
肝
に
銘
じ
精
進
し
て
い
き
た
い
。
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